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1. 平成28年7月期第1四半期の連結業績（平成27年8月1日～平成27年10月31日） 

（注）１．平成27年８月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。 
     １株当たり四半期純利益は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しておりま 
     す。 
   ２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

（注）平成27年８月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。 
   １株当たり純資産の金額は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年7月期第1四半期 6,945 △8.4 369 △57.0 376 △58.3 261 △54.6
27年7月期第1四半期 7,583 5.7 860 △26.3 901 △23.4 575 △19.4

（注）包括利益 28年7月期第1四半期 234百万円 （△61.9％） 27年7月期第1四半期 616百万円 （△13.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年7月期第1四半期 5.54 ―
27年7月期第1四半期 11.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年7月期第1四半期 22,262 18,726 84.1 396.88
27年7月期 24,759 20,428 82.5 432.94
（参考）自己資本 28年7月期第1四半期 18,726百万円 27年7月期 20,428百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

（注）平成27年８月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。 
   平成27年７月期については当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年7月期 ― 0.00 ― 82.00 82.00
28年7月期 ―
28年7月期（予想） 0.00 ― 44.00 44.00

3. 平成28年 7月期の連結業績予想（平成27年 8月 1日～平成28年 7月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
（注）平成27年８月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、連結業績予想の「１株当たり当期純利 
   益」については、当該株式分割後の発行済株式総数（自己株式を除く）により算定しております。 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 18,550 6.1 3,100 6.2 3,100 3.6 2,046 6.7 43.36
通期 40,700 8.1 8,100 5.4 8,100 4.1 5,250 6.3 111.26



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料P．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （2） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （3） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）平成27年８月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。 
   発行済株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P．３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （２）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年7月期1Q 50,854,600 株 27年7月期 50,854,600 株
② 期末自己株式数 28年7月期1Q 3,669,345 株 27年7月期 3,668,676 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年7月期1Q 47,185,422 株 27年7月期1Q 49,854,524 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善環境が続く中、各種政策の効果もあり、緩やかな

回復に向かうことが期待されております。ただし、中国をはじめとするアジア新興国等の景気が下振れをし、わが

国の景気が下押しされるリスクが存在しております。このような環境の中、当社グループは既存事業の成長・回復

をさせるべく、新規顧客の獲得に加え、既存顧客への継続購入を促す施策を行うことで、安定した顧客基盤の構築

に努めてまいりました。また、新商品の発売を行うなど、商品展開の充実を図る活動を行ってまいりました。

 販路別に見ますと、通信販売においては、購入単価の引上げを図るべく、アクアコラーゲンゲルシリーズの商品

を積極的に広告販促活動を行ってまいりました。加えてさらなる拡販を図るために、アクアコラーゲンゲルシリー

ズの商品だけでなく、同商品と併せてご購入していただけるよう、「アクアインダーム導入エッセンス」や

「VC100エッセンスローション」などの周辺商品の訴求も併せて推し進めてまいりました。しかしながら、購入単

価が上昇した一方で、前第４四半期連結会計期間に実施した大型キャンペーンの反動減の影響もあり、購入者数及

び購入回数が想定よりも低下いたしました。この結果、通信販売の売上高は4,523百万円となり、前年同期と比較

して14.9％減少いたしました。

 対面型店舗販売では、お客様の満足度向上を目的として、お手入れ会やカウンセリングサービスなど、対面型店

舗ならではのサービスを実施してまいりました。GMSの有料エステサービス開始前のお試しキャンペーンとして、

通信販売のお客様にご案内するなど、顧客満足向上と店頭の活性化に努めてまいりました。また、海外からの観光

客のインバウンド需要に応えるべく、当社の銀座本店における免税販売にも引き続き力を入れてまいりました。こ

の結果、対面型店舗販売の売上高は、844百万円となり、前年同期と比較して2.6％減少いたしました。

 卸売販売においては、前第４四半期連結会計期間が好調な販売基調だったため、その反動もあり、当第１四半期

連結会計期間の前半までは、前年同期と比べると弱い売上基調で推移しました。しかしながら、後半においては、

2015年11月に「アクアコラーゲンゲルエンリッチリフトEX」のリニューアル発売に伴う初期出荷を行ったことに加

え、海外からの観光客に人気が高いラボラボブランドについて販売活動を進めた結果、前年同期比で売上増加とな

りました。この結果、卸売販売の売上高は、1,305百万円となり、前年同期と比較して3.4％増加いたしました。

 海外においては、香港は秋の大型休暇における中国人観光客が増加し、ラボラボ「スーパー毛穴ローション」や

UV商品を中心に好調な売れ行きでした。店頭へ「スーパー毛穴ローション」を買いに来たお客様に別商品の併売を

販売促進した成果もあり、前年同期を大きく上回る販売状況でございました。台湾は、「スーパー毛穴ローショ

ン」に加え、販促活動を行った「VC100エッセンスローション」などの売れ行きも好調だった結果、前年同期を上

回る販売状況でございました。シンガポールでは、現地雑誌での化粧品部門での受賞が相次ぎ、当社ブランド認知

の底上げに繋がったとともに、継続的な卸売販売活動にも努めた結果、前年同期を大きく上回る販売状況でござい

ました。この他、国内外の免税店舗だけではなく、「バニラエア」や「ピーチアビエーション」での機内販売を始

めるなどして、当社化粧品の免税販売にも力を入れてまいりました。この結果、海外事業の売上高は、272百万円

となり、前年同期と比較して96.3％増加いたしました。

 利益面では、通信販売の不調を主因として前年同期と比較して売上高が減少し、減益となりました。加えて、悪

天候の影響により、美白関連のテレビCM効果が想定よりも発現しなかったこともあり、営業利益率は前年同期比の

水準を下回り、営業利益は369百万円となり、前年同期比で57.0％減少いたしました。以上により、売上高は6,945

百万円（前年同期比8.4％減）、経常利益は376百万円（前年同期比58.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は261百万円（前年同期比54.6％減）となりました。 

 

㈱シーズ・ホールディングス（4924）平成28年７月期　第１四半期決算短信

2



 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

＜化粧品事業＞

 化粧品事業においては、ドクターシーラボブランドは、「薬用アクアコラーゲンゲル美白」のテレビCMを行うな

ど、美白関連商品の販売強化に取り組んでまいりました。夏だけではなく、通年で美白ケアを訴求すべく、「薬用

アクアコラーゲンゲル美白」の他にも、「VC100エッセンスローション」「ナイトピーリングVC」「メガプラセン

タ」などの商品についても拡販を強化してまいりました。ジェノマーブランドは、既存ラインを充実させるべく、

フェイスアップマスクやマッサージクリームを新発売いたしました。ラボラボブランドでは、前連結会計年度から

続いているインバウンド需要に応えるため、外国人観光客に好評な毛穴ケア関連商品をドラッグストアを中心に販

売強化いたしました。以上により、化粧品事業の売上高は、6,258百万円（前年同期比3.6％減）、営業利益は303

百万円（前年同期比68.7％減）となりました。

＜健康食品事業＞ 

 健康食品事業においては、広告費用の効率性を重視すべく、販売単価が相対的に高い化粧品事業の商品に広告割

合の比重を高めました。中でも、健康食品全体の売上高を牽引している「美禅食」は、広告活動を抑制した結果、

前年同期比で売上高が減少しました。一方で営業損益については、効率的な広告販促活動の成果もあり、前年同期

比で黒字に転化いたしました。以上により、健康食品事業の売上高は、687百万円（前年同期比37.0％減）、営業

利益は66百万円（前年同期は営業損失108百万円）となりました。

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成27年９月10日に発表しました連結業績予想は変更ありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年７月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年10月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,495,299 11,181,583 

受取手形及び売掛金 4,768,376 3,286,001 

有価証券 251,416 251,445 

商品及び製品 2,436,122 2,680,068 

原材料及び貯蔵品 1,314,529 1,291,470 

その他 626,824 647,214 

貸倒引当金 △65,186 △67,425 

流動資産合計 21,827,383 19,270,359 

固定資産    

有形固定資産    

建物 786,084 795,807 

減価償却累計額 △342,383 △354,057 

建物（純額） 443,701 441,749 

工具、器具及び備品 1,328,303 1,361,014 

減価償却累計額 △1,101,576 △1,118,823 

工具、器具及び備品（純額） 226,726 242,191 

土地 1,315,697 1,315,697 

その他 103,057 101,557 

減価償却累計額 △51,666 △55,158 

その他（純額） 51,390 46,398 

有形固定資産合計 2,037,516 2,046,037 

無形固定資産    

ソフトウエア 228,571 216,119 

ソフトウエア仮勘定 238,604 318,341 

その他 25,800 24,430 

無形固定資産合計 492,975 558,892 

投資その他の資産    

その他 422,045 407,829 

貸倒引当金 △20,534 △20,534 

投資その他の資産合計 401,511 387,294 

固定資産合計 2,932,003 2,992,223 

資産合計 24,759,386 22,262,583 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年７月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年10月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 446,057 789,453 

未払金 1,368,661 1,487,723 

未払法人税等 1,361,596 126,063 

賞与引当金 145,631 205,484 

ポイント引当金 144,637 151,072 

その他 619,807 532,721 

流動負債合計 4,086,392 3,292,518 

固定負債    

退職給付に係る負債 156,058 161,102 

その他 88,232 81,981 

固定負債合計 244,290 243,083 

負債合計 4,330,683 3,535,601 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,209,208 1,209,208 

資本剰余金 1,686,608 1,686,608 

利益剰余金 24,119,305 22,446,288 

自己株式 △6,681,804 △6,683,405 

株主資本合計 20,333,318 18,658,700 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 21,608 15,052 

為替換算調整勘定 73,776 53,228 

その他の包括利益累計額合計 95,385 68,280 

純資産合計 20,428,703 18,726,981 

負債純資産合計 24,759,386 22,262,583 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成26年10月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年８月１日 
 至 平成27年10月31日) 

売上高 7,583,306 6,945,895 

売上原価 1,367,869 1,296,198 

売上総利益 6,215,436 5,649,696 

販売費及び一般管理費 5,354,666 5,279,777 

営業利益 860,769 369,918 

営業外収益    

受取利息 1,604 1,300 

受取配当金 34 35 

為替差益 26,473 － 

受取手数料 6,041 6,904 

商品破損受取賠償金 2,265 2,079 

その他 4,851 8,712 

営業外収益合計 41,271 19,032 

営業外費用    

支払利息 178 143 

為替差損 － 12,594 

その他 174 188 

営業外費用合計 353 12,926 

経常利益 901,687 376,024 

特別損失    

固定資産除却損 426 184 

特別損失合計 426 184 

税金等調整前四半期純利益 901,260 375,839 

法人税等 325,271 114,233 

四半期純利益 575,988 261,606 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 575,988 261,606 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成26年10月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年８月１日 
 至 平成27年10月31日) 

四半期純利益 575,988 261,606 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 11,391 △6,556 

為替換算調整勘定 28,894 △20,548 

その他の包括利益合計 40,286 △27,104 

四半期包括利益 616,275 234,501 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 616,275 234,501 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年８月１日 至 平成26年10月31日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  化粧品事業 健康食品事業 
四半期連結損益計算書 

計上額 

売上高      

外部顧客への売上高 6,493,230 1,090,075 7,583,306 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － 

計 6,493,230 1,090,075 7,583,306 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
969,149 △108,380 860,769 

(注)セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年８月１日 至 平成27年10月31日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  化粧品事業 健康食品事業 
四半期連結損益計算書 

計上額 

売上高      

外部顧客への売上高 6,258,815 687,079 6,945,895 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － 

計 6,258,815 687,079 6,945,895 

セグメント利益 303,391 66,527 369,918 

(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

 当社は、平成27年８月27日開催の取締役会において、吸収分割（以下「本吸収分割」といいます。）の方法によ

り、平成27年12月１日を効力発生日として、当社の経営管理事業、不動産管理事業並びに株式会社シーラボ・カスタ

マー・マーケティング及び株式会社ＭＤサイエンスの株式に係る資産管理事業を除く一切の事業（以下「本事業」と

いいます。）に関して有する権利義務を、当社の完全子会社として平成27年９月10日に設立したドクターシーラボ分

割準備株式会社（平成27年12月１日付で「株式会社ドクターシーラボ」に商号変更）に承継させ、持株会社体制に移

行するための準備を行うことを決議し、平成27年９月17日に吸収分割契約を締結しました。 

 また、本件吸収分割ならびに定款変更（商号・事業目的の変更等）については、平成27年10月21日開催の定時株主

総会において関連議案が承認され、平成27年12月１日に本分割を行いました。これに伴い、当社は平成27年12月１日

付で「株式会社シーズ・ホールディングス」に商号を変更し、持株会社体制に移行しました。 

（１）持株会社体制への移行の目的 

 当社は、「肌トラブルに悩む全ての人々を救う」という経営理念のもと、メディカルコスメのリーディングカンパ

ニーとして、多くのお客様のご支持を得て、ドクターシーラボブランドを主要ブランドとした化粧品事業を中心に事

業を拡大してまいりました。その一方で、国内における化粧品市場の規模は横ばいの状態が続いており、日本の人口

動態を勘案しても、大きな改善の兆しは今後見込めないものと考えております。さらに、お客様の嗜好の多様化が顕

著となっていることから、単一のサービスや単一のブランド展開のみでは、中長期的にはお客様の需要に十分に応え

ることが難しくなるものと認識しております。このような認識の下、当社は、現行の中期経営計画において、既存事

業の成長維持とともに、新規事業の育成及び海外事業の拡大を志向してまいりました。そして、かかる計画をさらに

スピード感をもって実現していくためには、Ｍ＆Ａ等の手法を活用し、化粧品事業における複数ブランドの展開、美

容関連事業の拡充、さらに健康分野への進出等を実現していくことが効果的と考え、美容と健康を主要領域とした事

業領域の拡大により、当社の企業価値の向上を図ることを検討してまいりました。

 上記の方向性を組織面から支えるため、当社は、新規事業やＭ＆Ａを含むグループ経営の戦略立案機能を強化する

こと、グループ各社の権限・責任の明確化とともに経営の自主性を推進してグループとして企業競争力の強化を図る

こと、グループ経営管理及び業務執行の分離によるコーポレートガバナンスの向上を図ることが必要であると判断

し、これらを実現する上で最適な手法として、今般、本吸収分割の方法による持株会社体制への移行を決定したもの

であります。

（２）持株会社体制への移行の要旨 

① 本会社分割の日程

本吸収分割による持株会社体制への移行に関する承認

取締役会（当社）
平成27年８月27日

本分割準備会社設立に関する承認取締役会（当社） 平成27年９月10日

本分割準備会社設立 平成27年９月10日

本吸収分割契約締結承認取締役会（当社） 平成27年９月17日

本吸収分割契約締結（当社及び本分割準備会社） 平成27年９月17日

本吸収分割契約承認株主総会（当社） 平成27年10月21日

本吸収分割の効力発生日 平成27年12月１日

② 本吸収分割の方式

 当社は、持株会社化を実施する上で、本吸収分割の効力発生日から円滑に事業を開始するため、本吸収分割に先

立って、当社が100％出資する本分割準備会社を設立した上で当社を分割会社、完全子会社となる予定の本分割準

備会社を分割承継会社として、本事業を本分割準備会社に承継させる吸収分割を行いました。

 なお、当社は、本吸収分割後、商号を株式会社シーズ・ホールディングスと変更した上で、引き続き上場を維持し

ております。
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（３）分割当事会社の概要

 
分割会社 

（平成27年７月31日現在） 

承継会社 

（平成27年９月10日設立時点） 

(1)名称 株式会社ドクターシーラボ（注１） ドクターシーラボ分割準備株式会社（注２） 

(2)所在地 東京都渋谷区広尾一丁目１番39号 東京都渋谷区広尾一丁目１番39号 

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 石原 智美 代表取締役社長 石原 智美 

(4)事業内容 化粧品事業・健康食品事業 化粧品事業・健康食品事業 

(5)資本金 1,209百万円 120百万円 

(6)設立年月日 平成11年２月26日 平成27年９月10日 

(7)発行済株式数 25,427,300株（注３） 2,400株 

(8)決算期 ７月31日 ７月31日 

(9)大株主及び持分比率 

株式会社ＣＩＣ        

(28.82%) 

城野 親德          

(14.43%) 

株式会社ドクターシーラボ  (100.00%) 

 
（注）１．分割会社は、平成27年12月１日付で株式会社シーズ・ホールディングスに商号変更いたしました。

２．承継会社は、平成27年12月１日付で株式会社ドクターシーラボに商号変更いたしました。

３．平成27年８月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。

（４）分割する事業部門の概要

分割する部門の事業内容

 当社の経営管理事業、不動産管理事業並びに株式会社シーラボ・カスタマー・マーケティング及び株式会社ＭＤ

サイエンスの株式に係る資産管理事業を除く一切の事業

（５）分割後の状況 
 

  分割会社 承継会社 

(1)名称 株式会社シーズ・ホールディングス 株式会社ドクターシーラボ 

(2)所在地 東京都渋谷区広尾一丁目１番39号 東京都渋谷区広尾一丁目１番39号 

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 石原 智美 代表取締役社長 石原 智美 

(4)事業内容 化粧品事業・健康食品事業 化粧品事業・健康食品事業 

(5)資本金 1,209百万円 120百万円 

(6)決算期 ７月31日 ７月31日 

（６）実施する会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」に基づき、共

通支配下の取引として処理しております。
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